
一
頁 

○
総
務
省
告
示
第
三
百
十
五
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

無
線
設
備
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
八
号
）
第
十
四
条
第
三
項
、
第
四
十
五
条
の
二
第
一

項
第
五
号
、
第
二
項
第
五
号
及
び
第
三
項
第
四
号
並
び
に
別
表
第
三
号
の
13

の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
七
年
総
務
省

告
示
第
千
二
百
二
十
五
号
（
衛
星
非
常
用
位
置
指
示
無
線
標
識
の
技
術
的
条
件
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
九
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

総
務
大
臣 

寺
田 

 

稔 

 

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
（
下
線
を
含
む
。
以
下
同
じ

。
）

を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順

次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し

て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
（
二
重
下
線
を
含
む
。
以
下
同
じ

。
）

を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」

と
い
う

。
）

は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲

げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。 



 

二
頁 

 
 

 

改 
 

正 
 

後 

改 
 

正 
 

前 

一 
衛
星
非
常
用
位
置
指
示
無
線
標
識
は
、
次
の
条
件
に
適
合
す
る
こ
と
。 

一 

［
同
上
］ 

 

［
１
～
４ 

略
］ 

 

［
１
～
４ 

同
上
］ 

５ 

視
認
で
き
、
か
つ
、
暗
視
装
置
で
の
確
認
が
可
能
な
低
照
度
の
点
滅
灯
を
備
え
る
こ
と
。 

 

［
新
設
］ 

二 

設
備
規
則
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
の
衛
星
非
常
用
位
置
指
示
無
線
標
識
は
、
前
項
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ

か
、
次
の
条
件
に
適
合
す
る
こ
と
。 

二 

［
同
上
］ 

１ 

人
工
衛
星
向
け
の
信
号
に
Ｇ
一
Ｂ
電
波
又
は
Ｇ
一
Ｄ
電
波
四
〇
六
・
〇
二
五
MHz
、
四
〇
六
・
〇
二
八
MHz
、

四
〇
六
・
〇
三
一
MHz
、
四
〇
六
・
〇
三
七
MHz
又
は
四
〇
六
・
〇
四
MHz
、
航
空
機
が
ホ
ー
ミ
ン
グ
す
る
た
め

の
信
号
に
Ａ
三
Ｘ
電
波
一
二
一
・
五
MHz
並
び
に
位
置
に
関
す
る
信
号
に
Ｆ
一
Ｄ
電
波
一
六
一
・
九
七
五
MHz
及

び
一
六
二
・
〇
二
五
MHz
を
使
用
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

１ 

人
工
衛
星
向
け
の
信
号
に
Ｇ
一
Ｂ
電
波
四
〇
六
・
〇
二
五
MHz
、
四
〇
六
・
〇
二
八
MHz
、
四
〇
六
・
〇
三
一

MHz
、
四
〇
六
・
〇
三
七
MHz
又
は
四
〇
六
・
〇
四
MHz
及
び
航
空
機
が
ホ
ー
ミ
ン
グ
す
る
た
め
の
信
号
に
Ａ
三

Ｘ
電
波
一
二
一
・
五
MHz
を
使
用
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

［
２ 

略
］ 

［
２ 

同
上
］ 

３ 

Ｇ
一
Ｄ
電
波
を
使
用
す
る
人
工
衛
星
向
け
装
置
は
、
次
の
条
件
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

［
新
設
］ 

㈠ 

前
号
㈠
、
㈡
及
び
㈤
に
掲
げ
る
も
の 

 

㈡ 

送
信
空
中
線
の
等
価
等
方
輻
射
電
力
（
一
ミ
リ
ワ
ッ
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い

て
同
じ
。
）
の
許
容
値
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。
な
お
、
各
仰
角
に
お
け
る
輻
射
電
力
の
値
の

う
ち
、
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
も
の
が
許
容
値
の
範
囲
内
に
あ
り
、
か
つ
、
五
五
度
以
下
の
各
仰

角
に
お
け
る
輻
射
電
力
の
値
は
、
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
許
容
値
の
範
囲
内
に
あ
る
こ
と
。
ま
た
、

水
平
面
に
お
け
る
指
向
特
性
は
無
指
向
と
し
、
三
五
デ
シ
ベ
ル
以
上
四
五
デ
シ
ベ
ル
以
下
で
あ
る
こ

と
。 

仰
角
（
度
）
（
注
） 

等
価
等
方
輻
射
電
力
の
最
大
許
容
値 

 

（
デ
シ
ベ
ル
） 

等
価
等
方
輻
射
電
力
の
最
小
許
容
値

（
デ
シ
ベ
ル
） 

一
〇 

四
五 

三
四 

一
五 

四
五 

三
四 

二
〇 

四
五 

三
四 

二
五 

四
五 

三
四 

三
〇 

四
五 

三
四 

三
五 

四
五 

三
四 

四
〇 

四
五 

三
四 

四
五 

四
五 

三
四 

五
〇 

四
五 

三
四 

五
五 

四
四 

三
四 

六
〇 

四
四 

三
四 

 



 

三
頁 

六
五 

四
四 

三
三 

七
〇 

四
四 

三
三 

七
五 

四
四 

三
三 

八
〇 

四
四 

三
三 

八
五 

四
四 

三
三 

注 

送
信
空
中
線
の
輻
射
の
中
心
か
ら
み
た
地
表
線
の
仰
角
を
い
い
、
度
で
表
す
。 

㈢ 

帯
域
外
領
域
に
お
け
る
不
要
発
射
の
強
度
の
許
容
値
は
、
別
図
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。 

 

㈣ 

送
信
信
号
は
、
次
の
条
件
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 

⑴ 

構
成
は
、
国
際
的
な
コ
ス
パ
ス
・
サ
ー
サ
ッ
ト
計
画
協
定
に
基
づ
い
た
技
術
仕
様
に
適
合
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。 

 

⑵ 

自
己
診
断
モ
ー
ド
で
送
信
す
る
各
信
号
の
送
信
継
続
時
間
は
三
秒
以
内
と
し
、
か
つ
、
送
信
回
数
は

一
回
で
あ
る
こ
と
。 

 

⑶ 

誤
り
検
定
符
号
は
Ｂ
Ｃ
Ｈ
符
号
と
し
、
そ
の
生
成
多
項
式
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

Ｇ
１

(
Ｘ

)
＝
１

＋
Ｘ

2+
Ｘ

3+Ｘ
4+
Ｘ

8 

Ｇ
３

(
Ｘ

)
＝
Ｇ

１
(
Ｘ

)・
(
１

＋
Ｘ

＋
Ｘ

2＋
Ｘ

4＋
Ｘ

5＋
Ｘ

6＋
Ｘ

8) 

Ｇ
５

(
Ｘ

)
＝
Ｇ

３
(
Ｘ

)・
(
１

＋
Ｘ

＋
Ｘ

4＋
Ｘ

5＋
Ｘ

6＋
Ｘ

7＋
Ｘ

8) 

Ｇ
７

(
Ｘ

)
＝
Ｇ

５
(
Ｘ

)・
(
１

＋
Ｘ

3＋
Ｘ

5＋
Ｘ

6＋
Ｘ

8) 

Ｇ
９

(
Ｘ

)
＝
Ｇ

７
(
Ｘ

)・
(
１

＋
Ｘ

2＋
Ｘ

3＋
Ｘ

4＋
Ｘ

5＋
Ｘ

7＋
Ｘ

8) 

Ｇ
1
1
(
Ｘ

)
＝
Ｇ

９
(
Ｘ

)・
(
１

＋
Ｘ

＋
Ｘ

2＋
Ｘ

5＋
Ｘ

6＋
Ｘ

7＋
Ｘ

8) 

＝
１

＋
Ｘ

＋
Ｘ

2＋
Ｘ

4＋
Ｘ

7＋
Ｘ

1
0＋

Ｘ
1
1＋

Ｘ
1
2＋

Ｘ
1
3＋

Ｘ
1
6＋

Ｘ
1
7＋

Ｘ
1
8＋

Ｘ
1
9＋

Ｘ
2
0＋

Ｘ
2
2＋

Ｘ
2
3＋

Ｘ
2
4＋

Ｘ
2
6＋

Ｘ
3
1＋

Ｘ
32＋

Ｘ
3
3＋

Ｘ
3
5＋

Ｘ
3
7＋

Ｘ
38＋

Ｘ
39＋

Ｘ
4
0＋

Ｘ
4
1＋

Ｘ
4
2＋

Ｘ
4
6＋

Ｘ
4
7

＋
Ｘ

4
8 

 

⑷ 

伝
送
速
度
は
、
毎
秒
三
〇
〇
ビ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
。 

 

４ 

Ａ
三
Ｘ
電
波
を
使
用
す
る
航
空
機
向
け
装
置
は
、
次
の
条
件
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

３ 

Ａ
三
Ｘ
電
波
を
使
用
す
る
航
空
機
向
け
装
置
は
、
次
の
条
件
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

㈠ 

航
空
機
が
ホ
ー
ミ
ン
グ
す
る
た
め
の
信
号
は
、
当
該
装
置
に
よ
り
連
続
送
信
す
る
も
の
と
し
、
送
信
時

間
の
割
合
が
二
、
二
五
〇
ミ
リ
秒
当
た
り
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
な
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
航
空

機
が
ホ
ー
ミ
ン
グ
す
る
た
め
の
信
号
の
送
信
が
、
前
二
号
の
装
置
に
よ
る
人
工
衛
星
向
け
の
信
号
の
送

信
に
よ
り
最
大
二
秒
間
中
断
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
号
の
装
置
に
よ
る
信
号
の
送
信
に
よ
り
最
大
五
〇

ミ
リ
秒
間
中
断
さ
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

㈠ 

航
空
機
が
ホ
ー
ミ
ン
グ
す
る
た
め
の
信
号
は
、
当
該
装
置
に
よ
り
連
続
送
信
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

た
だ
し
、
前
号
の
装
置
に
よ
る
人
工
衛
星
向
け
の
信
号
の
送
信
に
よ
り
当
該
航
空
機
が
ホ
ー
ミ
ン
グ
す
る

た
め
の
信
号
の
送
信
が
最
大
二
秒
間
中
断
さ
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

［
㈡
～
㈣ 

略
］ 
［
㈡
～
㈣ 

同
上
］ 

５ 

Ｆ
一
Ｄ
電
波
を
使
用
す
る
装
置
は
、
次
の
条
件
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

［
新
設
］ 

㈠ 

電
源
投
入
後
、
一
分
以
内
に
通
報
の
送
信
を
開
始
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 

㈡ 

第
二
号
の
装
置
に
よ
る
人
工
衛
星
向
け
の
信
号
の
送
信
を
妨
げ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 

㈢ 

平
成
二
十
一
年
総
務
省
告
示
第
五
百
六
十
五
号
（
捜
索
救
助
用
位
置
指
示
送
信
装
置
の
技
術
的
条
件
を

定
め
る
件
）
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。 

 

 



 

四
頁 

 

［
三 

略
］ 

［
三 

同
上
］ 

別
図

 
帯

域
外

領
域

に
お

け
る

不
要

発
射

の
強

度
の

許
容

値
 

別
図

 
帯

域
外

領
域

に
お

け
る

不
要

発
射

の
強

度
の

許
容

値
 

［
１

 
略

］
 

［
１

 
同

左
］

 

２
 

Ｇ
１

Ｄ
電

波
を

使
用

す
る

人
工

衛
星

向
け

信
号

 

 
 
 

 
 

注
：

送
信

バ
ー

ス
ト

時
間

内
の

平
均

等
価

等
方

輻
射

電
力

と
す
る

。
 

［
新

設
］

 

３
 

［
略

］
 

２
 

［
同

左
］

 

備
考 

表
中
の
［ 

］
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。 


